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③【株主資本等変動計算書】 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 1,854,000 1,854,000

当期末残高 1,854,000 1,854,000

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 1,612,131 1,612,131

当期末残高 1,612,131 1,612,131

資本剰余金合計   

前期末残高 1,612,131 1,612,131

当期末残高 1,612,131 1,612,131

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 114,729 114,729

当期末残高 114,729 114,729

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金   

前期末残高 42,851 41,200

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 △1,651 △1,608

当期変動額合計 △1,651 △1,608

当期末残高 41,200 39,591

別途積立金   

前期末残高 1,500,000 2,000,000

当期変動額   

別途積立金の積立 500,000 500,000

当期変動額合計 500,000 500,000

当期末残高 2,000,000 2,500,000

繰越利益剰余金   

前期末残高 1,226,849 1,332,730

当期変動額   

剰余金の配当 △160,868 △191,805

当期純利益 765,098 736,468

固定資産圧縮積立金の取崩 1,651 1,608

別途積立金の積立 △500,000 △500,000

当期変動額合計 105,881 46,272

当期末残高 1,332,730 1,379,003

利益剰余金合計   

前期末残高 2,884,430 3,488,660

当期変動額   

剰余金の配当 △160,868 △191,805

当期純利益 765,098 736,468

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

当期変動額合計 604,230 544,663

当期末残高 3,488,660 4,033,324
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

自己株式   

前期末残高 △8,857 △8,857

当期変動額   

自己株式の取得 － △18

当期変動額合計 － △18

当期末残高 △8,857 △8,876

株主資本合計   

前期末残高 6,341,705 6,945,935

当期変動額   

剰余金の配当 △160,868 △191,805

当期純利益 765,098 736,468

自己株式の取得 － △18

当期変動額合計 604,230 544,644

当期末残高 6,945,935 7,490,579

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 206,413 9,825

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △196,587 △56,577

当期変動額合計 △196,587 △56,577

当期末残高 9,825 △46,751

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 518 △14,337

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △14,855 17,061

当期変動額合計 △14,855 17,061

当期末残高 △14,337 2,723

評価・換算差額等合計   

前期末残高 206,931 △4,512

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △211,443 △39,515

当期変動額合計 △211,443 △39,515

当期末残高 △4,512 △44,028

純資産合計   

前期末残高 6,548,636 6,941,422

当期変動額   

剰余金の配当 △160,868 △191,805

当期純利益 765,098 736,468

自己株式の取得 － △18

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △211,443 △39,515

当期変動額合計 392,786 505,128

当期末残高 6,941,422 7,446,551
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平成20年６月23日

ラサ商事株式会社 

取締役会 御中 

  
 

   

   

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」

に掲げられているラサ商事株式会社の平成19年４月１日から平成20年３月31日までの第106期事業年度の財

務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び附属

明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めてい

る。監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって

行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監

査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、ラサ商事株式会社の平成20年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

  

 

  

独立監査人の監査報告書

監査法人 大手門会計事務所 

   

指定社員 
業務執行社員

 公認会計士  岩  崎  哲  士  ㊞ 

指定社員 
業務執行社員

 公認会計士  武  川  博  一  ㊞ 

(注) １ 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社

が別途保管しております。 

２ 財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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平成21年６月24日

ラサ商事株式会社 

取締役会 御中 

  
 

   

  
 

＜財務諸表監査＞ 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」

に掲げられているラサ商事株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第107期事業年度の財

務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び附属

明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めてい

る。監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって

行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監

査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、ラサ商事株式会社の平成21年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

  

＜内部統制監査＞ 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、ラサ商事株式会

社の平成21年３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。財務報告に係る内部統制を整備及び運

用並びに内部統制報告書を作成する責任は、経営者にあり、当監査法人の責任は、独立の立場から内部統制

報告書に対する意見を表明することにある。また、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を

完全には防止又は発見することができない可能性がある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠

して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要

な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。内部統制監査は、試査を基礎として

行われ、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果についての、経営者が行った記載を含

め全体としての内部統制報告書の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、内部統制監査の結果と

して意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、ラサ商事株式会社が平成21年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示

した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価

の基準に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価について、すべての重要な点において適正に表示してい

るものと認める。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上 

  

 
  

独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

監査法人 大手門会計事務所 

指定社員 
業務執行社員

 公認会計士  武  川  博  一  ㊞ 

指定社員 
業務執行社員

 公認会計士  根  本  芳  男  ㊞ 

(注) １ 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社

が別途保管しております。 

２ 財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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【表紙】  

【提出書類】 内部統制報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の４第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成21年６月26日 

【会社名】 ラサ商事株式会社 

【英訳名】 Rasa Corporation 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  井 村 周 一 

【最高財務責任者の役職氏名】 取締役兼執行役員管理本部長  鈴 木  卓 

【本店の所在の場所】 東京都中央区日本橋箱崎町８番１号 ヤマタネ箱崎ビル 

【縦覧に供する場所】 株式会社 東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

 ラサ商事株式会社 大阪支店 

  (大阪市北区堂島一丁目２番５号 堂北ダイビル) 

 ラサ商事株式会社 名古屋支店 

  (名古屋市中区錦一丁目11番20号 大永ビル) 

 
ラサ商事株式会社 横浜支店 

 
 (横浜市港北区新横浜三丁目19番11号 新横浜タウンビル) 



当社代表取締役社長井村周一及び取締役兼執行役員管理本部長鈴木卓は、当社の財務報告に係る内部統

制の整備及び運用に責任を有しており、企業会計審議会の公表した「財務報告に係る内部統制の評価及び

監査の基準並びに財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準の設定について(意見書)」に

示されている内部統制の基本的枠組みに準拠して財務報告に係る内部統制を整備及び運用しています。 

なお、内部統制は、内部統制の各基本的要素が有機的に結びつき、一体となって機能することで、その

目的を合理的な範囲で達成しようとするものであります。このため、財務報告に係る内部統制により財務

報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があります。 

  

当社代表取締役社長井村周一及び取締役兼執行役員管理本部長鈴木卓は、当事業年度末日である平成21

年３月31日を基準日として、一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠し

て、財務報告に係る内部統制の評価を実施しました。 

本評価においては、同上意見書に示されている内部統制の評価の基準及び実施基準に基づき、財務報告

全体に重要な影響を及ぼす全社的な内部統制の評価を行った上で、その結果を踏まえて、評価対象とする

業務プロセスを選定しました。当該業務プロセスの評価においては、選定された業務プロセスを分析した

上で、財務報告の信頼性に重要な影響を及ぼす統制上の要点を識別し、当該統制上の要点について整備及

び運用状況を評価することによって、内部統制の有効性に関する評価を実施しました。 

財務報告に係る内部統制の評価の範囲については、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性の観点から

必要な範囲を決定しました。財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性は、金額的及び質的影響の重要性を

考慮して決定しており、全社的な内部統制の評価結果を踏まえ、業務プロセスに係る内部統制の評価範囲

を合理的に決定しました。 

業務プロセスに係る内部統制の評価範囲については、財務報告に対する金額的及び質的影響の重要性を

考慮し、全社的な内部統制の評価結果を踏まえ、売上高を指標に、概ね２／３の割合に達している事業拠

点を重要な事業拠点としました。選定した重要な事業拠点においては、企業の事業目的に大きく関わる勘

定科目として売上高、売掛金及びたな卸資産に至る業務プロセスを評価の対象としました。さらに、財務

報告への影響を勘案して、重要性の大きい業務プロセスについては、個別に評価の対象に追加しました。

  

上記の評価の結果、当事業年度末日時点において、当社代表取締役社長井村周一及び取締役兼執行役員

管理本部長鈴木卓は、当社の財務報告に係る内部統制は有効であると判断いたしました。 

  

該当事項はありません。 

  

特記すべき事項はありません。 

  

１ 【財務報告に係る内部統制の基本的枠組みに関する事項】

２ 【評価の範囲、基準日及び評価手続に関する事項】

３ 【評価結果に関する事項】

４ 【付記事項】

５ 【特記事項】



 
  

【表紙】  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の２第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成21年６月26日 

【会社名】 ラサ商事株式会社 

【英訳名】 Rasa Corporation 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  井 村 周 一 

【最高財務責任者の役職氏名】 取締役兼執行役員管理本部長  鈴 木  卓 

【本店の所在の場所】 東京都中央区日本橋箱崎町８番１号 ヤマタネ箱崎ビル 

【縦覧に供する場所】 株式会社 東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

 ラサ商事株式会社 大阪支店 

  (大阪市北区堂島一丁目２番５号 堂北ダイビル) 

 ラサ商事株式会社 名古屋支店 

  (名古屋市中区錦一丁目11番20号 大永ビル) 

 
ラサ商事株式会社 横浜支店 

 
 (横浜市港北区新横浜三丁目19番11号 新横浜タウンビル) 



当社代表取締役社長井村周一及び取締役兼執行役員管理本部長鈴木卓は、当社の第107期(自 平成20年

４月１日 至 平成21年３月31日)の有価証券報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載

されていることを確認いたしました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【有価証券報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】


	有価証券報告書
	表紙
	中扉
	目次
	扉
	第一部　【企業情報】
	第１　【企業の概況】
	１　【主要な経営指標等の推移】
	２　【沿革】
	３　【事業の内容】
	４　【関係会社の状況】
	５　【従業員の状況】

	第２　【事業の状況】
	１　【業績等の概要】
	２　【受注及び販売の状況】
	３　【対処すべき課題】
	４　【事業等のリスク】
	５　【経営上の重要な契約等】
	６　【研究開発活動】
	７　【財政状態・経営成績及びキャッシュ・フローの分析】

	第３　【設備の状況】
	１　【設備投資等の概要】
	２　【主要な設備の状況】
	３　【設備の新設、除却等の計画】

	第４　【提出会社の状況】
	１　【株式等の状況】
	(1)　【株式の総数等】
	(2)　【新株予約権等の状況】
	(3)　【ライツプランの内容】
	(4)　【発行済株式総数、資本金等の推移】
	(5)　【所有者別状況】
	(6)　【大株主の状況】
	(7)　【議決権の状況】
	(8)　【ストックオプション制度の内容】

	２　【自己株式の取得等の状況】
	３　【配当政策】
	４　【株価の推移】
	５　【役員の状況】
	６　【コーポレート・ガバナンスの状況等】

	第５　【経理の状況】
	１　【財務諸表等】
	(1)　【財務諸表】
	(2)　【主な資産及び負債の内容】
	(3)　【その他】


	第６　【提出会社の株式事務の概要】
	第７　【提出会社の参考情報】
	１　【提出会社の親会社等の情報】
	２　【その他の参考情報】


	第二部　【提出会社の保証会社等の情報】
	監査報告書
	内部統制報告書
	確認書




